
Ⅰ 令和６年３月の全体の市況

Ⅱ 令和６年４月の主要品目の市況見通し

  「まいわし（生鮮品）」

　「さけ類（塩蔵品・冷凍品）」

　「さ　ば（生鮮品）」

　「するめいか（生鮮品・冷凍品）」

　「あ　じ（生鮮品）」

　「まぐろ（冷凍品）」

　「かつお（生鮮品）」

凡例（目安）

増減率
  0～ 2 % 横ばい 横ばい
 3～10 やや増加(減少) やや強(弱)含み
11～20 増加(減少) 強(弱)含み
21～50 かなり増加(減少) かなり強(弱)含み
51～  大幅に増加(減少)       －

東京への生鮮品・冷凍品の入荷量は少なく・横ばい、卸売価格は高値・横ばいで推移すると
見込まれます。

東京への入荷量は増加し、卸売価格はやや弱含むと見込まれます。

 東京都中央卸売市場における総入荷量（水産物の生鮮品、冷凍品及び加工品の合計）は、前月からや
や減少で推移し、前年同月比でもやや減少で推移しました。卸売価格（水産物全体の１キログラム当た
り平均価格）は、前月から横ばいで推移し、前年同月比でも横ばいで推移しました。

東京への入荷量は横ばい、卸売価格は横ばいで推移すると見込まれます。

東京への入荷量は銀ざけ主体に横ばい、卸売価格は高値・横ばいで推移すると見込まれま
す。

卸売価格

令和6年4月17日

水 産 庁

水産物の市況について（令和６年３月及び令和６年４月）
  　―東京都中央卸売市場における令和６年３月（令和６年２月21日～令和６年３月20日集計）の市況と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年４月の市況見通し（前月との比較）―

東京への入荷量はやや減少するものの、産卵の盛期に入り、身質が低下することから、卸売
価格は横ばいで推移すると見込まれます。

東京への入荷量は増加し、卸売価格は弱含みで推移すると見込まれます。

入荷量

　東京への入荷量は全体では横ばい、卸売価格は高値・横ばいで推移すると見込まれます。



 （単位：千トン、円／㎏）

入荷量 価格 入荷量 価格 入荷量 価格

６年 ２５ １,４９０ ２６ １,５０２ ２７ １,７８２

前年 ２６ １,４５５ ２６ １,４４６ ２６ １,７６４

注１：入荷量及び卸売価格は、それぞれ前月の２１日から当月の２０日までの暫定数値。
 　２：入荷量は生鮮品、冷凍品及び加工品の合計。

（単位：円／㎏、％）

３月 前月対比

４３５ １０８

１,２４５ １０７

１,２９８ １１０

９２２ １１２

１,４９７ １１３

１,２２５ １０６

５４２ ９９

１,６１２ １１１

１,３７９ １００

２,３５４ １４２

７０４ ９２

１,６４９ ９５

１,１８０ ９７

１,３１５ ９７

２,９３９ ９２

１,９７３ １０１

　問合せ先：水産庁加工流通課企画調査班

      　代表　０３－３５０２－８１１１
　      内線  ６６１８　中島、山﨑
        直通  ０３－３５９１－５６１３

（ め ば ち 冷 凍 品 ） ９０ １０７

ま ぐ ろ （ 冷 凍 品 ） ８２ １０６

注１：品目により、市場で水産物の大きさ等が異なることから、主要な水産物の価格データを掲載。
注２：３月の価格は1～20日までの速報値を元に算出。平年とは令和元年～令和5年の加重平均値。

注３：さけ類冷凍品は、主として、ぎんざけ、あきさけ、べにざけ及びアトランティックサーモン
　　　が含まれる。

（ き は だ 冷 凍 品 ） ９６ １２１

（くろまぐろ冷凍品） ７３ ８９

（みなみまぐろ冷凍品） ７９ ９８

２２０ ２４８（冷凍品）

あ じ （ 生 鮮 品 ） ９９ １１８

するめいか（平均） １５０ １７５

（生鮮品） １２８ １５０

（ さ け 類 冷 凍 品 ） １０７ １２７

さ ば （ 生 鮮 品 ） ９２ １３３

１２８

（べにざけ塩蔵品） ９８ １０８

（ぎんざけ塩蔵品） １１４ １３２

さ け 類 （ 平 均 ） １０９ １２７

１０８ １２６

前月

東京都中央卸売市場卸売価格（概数）

前々月

（あき さけ 塩蔵 品） ９３

注４：まぐろ（冷凍品）は、めばち、きはだ、くろまぐろ及びみなみまぐろが含まれる。

東京都中央卸売市場への総入荷量・卸売平均価格（概数）

前年同月対比 平年同月対比

３月

主　要　品　目　の　価　格

まいわし（生鮮品）


